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のだ。」（PI p.681）と書くブルトンであるが、ナジャの物語が始まるまさに 10 月 4 日の記述に


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































るだろう。初めて出会った 10 月 4 日からブルトンとナジャはお互いに好意を持った関係を築い
ている。特に 10 月 5 日のナジャの一人遊びを捉えて、まさにシュルレアリスム精神の極致を見
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2） ラカンには「パラノイア性犯罪の動機―パパン姉妹の犯罪」という論文がある。これはラカンが実
際に調査面談したものではなく、公判記録から分析を加えたものである。この事件は 1933 年 2 月 2 日、
サルト県ル・マンで起きた。ランスラン夫人とその娘が、女中であるクリスティーヌとレアの姉妹―
これがパパン姉妹である―によって惨殺されたのである。これはジャン・ジュネの戯曲『女中たち』
のモデルとなり、作品化されている。
3） これはハードボイルドの名言として、「タフでなければ生きていけない。優しくなければ生きている資
格がない。」と表現されている。
4） レイモンド・チャンドラーの『さらば、愛しき女よ』の中で、主人公のフィリップ・マーロウと事件
に関わる宿命の女性であるグレイル夫人との会話で仕事としての私立探偵について話題にするところ
がある。「『嫌な商売ですよ。』と私は言った。／『私は全然そんなつもりで言ったのじゃないわ。少し
はお金になるのですか―こんなこと失礼かしら。』／『大したお金にはならないですよ。多くの深い
悲しみがある。しかし多くの面白味もある。そして常に大事件の機会がある。』」（FM p.111）
5） これは芥川龍之介原作で、黒澤明によって映画化された『羅生門』を参照するとわかりやすい。事件
の当事者たちの証言が三者三様で、それもちょっとした解釈の違いといったものではなく、そもそも
事実関係について全く違う。唯一客観的かと思われる事件の目撃者である農民の証言にしても、最終
的にこれが真実だと言い切ることはできない。これについては認識することの難しさといった観点か
ら語られることがあり、確かに認識とは主観的なものではないかと思われるのだが、ここに欲望とい
う概念を持ってくると実にわかりやすくなる。つまり目撃者の農民も含めて自分の欲望に従って証言
しているのである。
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